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今月は保育園編

心地よい天候
の中の運動会

（ファミリー参観）。
会場みんなが感動した鼓隊・ハラ
ハラ ドキドキの競技・ふれあい
たっぷりの親子競技・見てもやっ
ても楽しいバルーン。コロナ禍で
も笑顔に満ち溢れた思い出に残
る運動会となりました。

子ども達は距離を保ちながら、
走りや踊りを保護者に笑顔で披露
しました。みんなで作り上げたファ
ミリー参観日・運動会は、
ほのぼのとした中、子ども
達一人一人の成長をしっ
かりと見ていただくこと
ができました。

いつもの運動会と比べると観客は約
半分。でも大好きなお父さんお母さ
んと一緒にできた運動会は子どもた

ちの笑顔の花が満開！みんなの笑顔と元気がいっぱい
の一日となりました。年長組は運動会の翌週も鼓隊を
演奏し、クラス全員揃って集合写真をとりました。

“コロナ対策運動会ひかりのこバージョン”
です。種目数は例年の半分ほどになりまし
たが、子どもたちの頑張り、保護者会の皆
さんのご支援で、大満足の素晴らしい運動
会になりました。

スポーツの秋。先月は小中学校の運動会を紹介しました。今月は
保育園の運動会を紹介します。今年は『新型コロナウイルス感染症
対策』を講じながら、規模を縮小したり、観客の制限をしたりして
運動会の実施をしました。『コロナ』社会で世の中の状況が消極的
な雰囲気ではありますが、子どもたちは違います。小さな体にも関
わらず、心から楽しむ無邪気な笑顔と精一杯演技する姿から、大き
な感動と私たち大人にエールを送るかのような『勇気』をプレゼン
トしてくれている気がします。小さなヒーローに感謝です。

三川ドームにて光の
子保育園の運動会
が行われました。



参加人
数を縮
少して

行ったファミリー運動会。
未満児は誰一人恥ずかしが
らず揃ってかけっこができ
ました。小さいなりに仲間
と一緒に踊った年少児。負
けても最後まで走りきった
年中児。係の仕事も競技も
鼓隊も力一杯できた年長
児。今年度初めての参観日
でしたが、いつも通りの姿
を見せた子どもたちに拍手
を送りました。

切井体育館にて10月4日に
蘇原保育園の運動会が行われました。年長中児の「白虎祭
り」、太鼓を打ち鳴らし元気に踊りました。例年、祖父母、地
域の方々と行う玉入れ、今年は親子対決で子ども達が勝

ちました。翌日、玉を一つ一つ拭き片
付けのお手伝いをして、「来年もやる
よー！」の期待感がもてました。最後
は皆でフォークダンス「アブラハムの
子」をユーモラスに踊りました。

町内中学3年生を対象に、本年度も『命のふれあい講座』が3中学
校で行われました。この講座は、これから大人へと向かう子どもたち
が、妊婦体験や産道体験をしたり、出産体験を聞いたりして、体験を
通して自分の命の尊さを感じ、これから何年後か先に親になるとい
う責任の重さを自覚することを目的として実施しています。

本年度は新型コロナ感染症対策のため、妊婦の方、出産後の親子などの参加は控えての講座となりました。子どもたちは様々な
体験を通して、妊娠や出産の大変さを乗り越えて、自分はこの世界に生まれたことを知り、命の尊さを改めて実感しました。

妊婦体験（妊婦さんの大変さ体験）産道体験 講話（助産師の方から出産について）赤ちゃんの抱き方

白川町は本年度から４つの小学校の同
じ学年の仲間が集まる『交流活動』を実
施します。レクリェーションや合唱活動、
生活科の学習、学習を深める協同学習を
計画しています。しかし、本年度は新型
コロナ感染症対策により計画していた交
流活動の多くが中止となりました。実施
する場合も時間を短縮する等、感染リス
クを少なくする対策を講じて実施します。

１年生 交流活動 『秋見つけ』 25人でどんぐりや松ぼっくりを集め、秋を楽しみました。

２年生 交流活動 『ドッジボール』 ５６人が６チームに分かれ優勝を目指して楽しみました。


